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磐
城
農
業
学
校
の
位
置
を
め
ぐ
る
綱
引
き

　県
立
磐
城
農
業
学
校
は
、
中
等
教
育
相
当

の
職
業
教
育
を
行
う
学
校
と
し
て
、
昭
和
19

（
1
9
4
4
）
年
4
月
に
民
間
施
設
を
活
用

し
て
平
市
字
六
軒
門
に
開
校
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。

　し
か
し
、
昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
7
月
、

平
第
一
国
民
学
校
（
現
・
平
第
一
小
学
校
）

に
落
と
さ
れ
た
模
擬
原
爆
で
被
災
し
、
ま
た
、

農
場
用
地
の
狭
さ
も
あ
っ
て
、
平
市
内
の
別

用
地
へ
の
移
転
を
視
野
に
検
討
し
ま
し
た
が
、

移
転
先
が
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
同
年
10
月
に
植
田
町
の
町
長
な
ど
が
尽

力
し
て
校
舎
や
農
場
用
地
な
ど
を
無
償
提
供
。

建
設
敷
地
は
平
か
ら
植
田
へ
変
更
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
資
材
が
不
足
す
る
中
、

今
度
は
校
舎
建
築
費
が
容
易
に
捻
出
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
仮
校
舎
を
解
体

し
、
平
駅
か
ら
植
田
駅
ま
で
、
職
員
、
生
徒

な
ど
を
総
動
員
し
て
運
び
、
校
舎
建
築
に
つ

な
げ
ま
し
た
。

　昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
10
月
、
県
立
磐

城
農
業
学
校
の
起
工
式
は
植
田
町
大
字
植
田

字
小
名
田
の
学
校
敷
地
で
行
わ
れ
、
完
成
ま

で
の
間
、
授
業
は
平
の
仮
校
舎
と
植
田
小
学

校
講
堂
に
よ
る
分
散
授
業
で
対
応
し
ま
し
た
。

　昭
和
22
（
1
9
4
7
）
年
4
月
の
新
教
育

制
度
発
足
と
と
も
に
、
県
立
磐
城
農
業
学
校

は
県
立
磐
城
農
業
高
等
学
校
に
再
編
・
改
称

さ
れ
、
同
年
10
月
、
新
し
い
地
で
授
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年
2
月
に
は
、
磐

城
農
業
高
等
学
校
の
卒
業
生
を
中
心
と
し
た

「
磐
農
高
校
平
移
転
誘
致
期
成
同
盟
会
」
が

元
の
平
市
へ
の
移
転
誘
致
運
動
を
展
開
し
、

平
市
議
会
に
陳
情
す
る
ま
で
に
発
展
し
ま
し

た
が
、
ま
も
な
く
鎮
静
化
し
ま
し
た
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　小
宅
幸
一
）

ろ
っ
け
ん
も
ん

お
な
だ

「
市
長
と
地
域
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」を
実
施

「
杏
林
大
学
」学
生
の
地
域
留
学
in
川
前

第
11
回
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
が
開
催

模擬原爆で被災した磐城農業学校の校舎
〔昭和20（1945）年７月〕

　８
月
30
日
、
市
長
は
「
綱
木
ク
マ

ガ
イ
ソ
ウ
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
と

懇
談
し
、
絶
滅
危
惧
種
の
ク
マ
ガ
イ

ソ
ウ
を
守
り
育
て
る
活
動
や
そ
の
群

生
地
に
つ
な
が
る
道
路
環
境
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
日
、
市
長
は
、
「
市
社

会
福
祉
協
議
会
遠
野
地
区
協
議
会
」

の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
、
地
域
住
民
で

高
齢
者
を
支
援
す
る
住
民
支
え
合
い

活
動
や
、
地
域
を
拠
点
に
未
就
学
児

が
い
る
家
庭
を
支
援
す
る
子
育
て
サ

ロ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
地
域
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
子
育
て
世
代

が
地
域
に
定
着
す
る
た
め
の
環
境
整

備
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　本
市
へ
の
移
住
促
進
や
交
流
人
口

・
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

首
都
圏
在
住
の
学
生
と
本
市
中
山
間

地
域
に
お
け
る
交
流
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

８
月
14
日
か
ら
９
月
９
日
ま
で
の
約

１
カ
月
間
、
川
前
地
区
の
「
い
わ
き

の
里
鬼
ヶ
城
」
を
拠
点
と
し
て
、
杏

林
大
学
総
合
政
策
学
部
の
学
生
６
人

が
中
山
間
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す

る
調
査
研
究
を
行
う
「
地
域
留
学
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　９
月
７
日
に
開
催
し
た
成
果
発
表

会
で
は
、
学
生
が
２
班
に
分
か
れ

「
小
さ
な
拠
点
お
お
か
（
川
前
町
下

桶
売
）
」
の
カ
フ
ェ
で
今
後
提
供
す

る
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
や
、
鬼
ヶ
城
の

現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
対
応
策
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
き
れ
い

な
空
気
や
景
色
な
ど
都
会
で
は
味
わ

え
な
い
体
験
が
で
き
た
」
「
地
域
住

民
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
最

後
ま
で
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
「
第
二
の
故
郷
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
い
わ
き
に
足
を
運
び
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
は
「
学
生

が
来
て
く
れ
て
地
区
が
明
る
く
な
っ

た
」
「
孫
の
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　８
月
20
日
に
全
国
の
高
校
生

が
フ
ラ
や
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス

を
競
う「
第
11
回
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ

甲
子
園
」が
い
わ
き
芸
術
文
化
交

流
館
ア
リ
オ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。１
都
８
県
か
ら
21
校
が
参

加
し
、本
市
か
ら
は
い
わ
き
湯
本

高
校（
４
位
）、
平
商
業
高
校（
５

位
）、
い
わ
き
総
合
高
校（
８
位
）

が
入
賞
を
果
た
し
、奨
励
賞
に
い

わ
き
支
援
学
校
が
選
ば
れ
ま
し

た
。首

都
圏
で
活
躍
す
る
方
々
へ
ふ
る
さ
と
の
情
報
を
発
信

　８
月
22
日
、東
京
都
港
区
の
第

一
ホ
テ
ル
東
京
で「
市
在
京
・
地

元
各
界
交
流
の
夕
べ
」が
開
催
さ

れ
、首
都
圏
で
活
躍
す
る
本
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
と
地
元
の

関
係
者
な
ど
、約
3
2
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。会
場
で
は
、
企
業

誘
致
・
小
名
浜
港
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
や
、農
林
水
産
業
の
取
り
組

み
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
い
ま

し
た
。参
加
者
は
、
本
市
の
取
り

組
み
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
交

流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

遠
野 田

人

▲「市社会福祉協議会遠野地区協議会」の皆さんと市長

▲ クマガイソウの視察をしている様子（田人）

▲小さな拠点おおかでカフェメニューの試食会を実施

▲看板づくりや川前地区の課題解決などに取り組む学生たち

▲いわき支援学校

▲「綱木クマガイソウを守る会」の皆さんと市長

▲いわき湯本高校　
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▲「市社会福祉協議会遠野地区協議会」の皆さんと市長

▲ クマガイソウの視察をしている様子（田人）

▲小さな拠点おおかでカフェメニューの試食会を実施

▲看板づくりや川前地区の課題解決などに取り組む学生たち

▲いわき支援学校

▲「綱木クマガイソウを守る会」の皆さんと市長

▲いわき湯本高校　

特産品や取り組みなどをPR

フ ォ ト ニ ュ ー ス


